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第 38回法政大学

イオンビーム工学研究所シンポジウム

7KH ��WK 6\PSoVLXP oQ 0DWHULDOV 6FLHQFH DQG (QJLQHHULQJ
RHVHDUFK CHQWHU oI ,oQ %HDP 7HFKQoOoJ\

+oVHL 8QLYHUVLW\

P5OG5AM

ᮇ日 201� ᖺ 12 ᭶ 1� 日�Ỉ�
場 法政大学 小金井キࣕンパス

西㤋ᆅ下 1 㝵マルチメデア࣍ール

ദ 法政大学イオンビーム工学研究所

༠㈶ 日本物理学

応用物理学

日本アイࢯトープ༠（㡰ྠ）
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ᣍᚅ講演Ϩ

ᡓ␎ⓗ研究開発の࠶り᪉と᭱㏆の先㐍光デバイスの動向（45 分）

᪩稲田大学 ーチイノベーションセンターࢧࣜ

小ᯘ ┤ே

1. ン化㖄ペロブスカイトナノ結晶薄膜の作成及び物性評価ࢤロࣁ
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部、      ○∵⭱㞞ே*、伊東和⠊*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター        小ᯘᩄᘺ*、̔̀ ⃝♸㍤*、

梅田㱟*、⥴᪉ၨ*,**,***

2. ム㖄ペロブスカイト薄膜へのポスト処理効果࢘ン化セシࢤロࣁ
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部、 ○梅田㱟*、伊東和⠊*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター    小ᯘᩄᘺ*、∵⭱㞞ே*、

῝⃝♸㍤*、⥴᪉ၨ*,**,***

3. ΰྜ᭷ᶵ-↓ᶵペロブスカイト化ྜ物薄膜のྛ✀⎔ቃ下における⪏ஂ性評価
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部、 ○῝⃝♸㍤*、伊東和⠊*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター   小ᯘᩄᘺ*、∵⭱㞞ே*、

梅田㱟*、⥴᪉ၨ*,**,***

4. 酸化ள㖄を電子㍺㏦層に用いたペロブスカイト太㝧電ụの表面処理効果
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部、     ○伊東和⠊*、小ᯘᩄᘺ*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター    ∵⭱㞞ே*、῝⃝♸㍤*、

梅田㱟*、⥴᪉ၨ*,**,***

5. 表面処理をしたṇᏍ㍺㏦層を用いた㏫構造型ペロブスカイト太㝧電ụの作製および物性評価
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部、   ○小ᯘᩄᘺ*、伊東和⠊*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター ∵⭱㞞ே*、῝⃝♸㍤*、

梅田㱟*、⥴᪉ၨ*,**,***

6. ビスマス⣔ペロブスカイト化ྜ物薄膜の構造と物性
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科、    ○ῲἑ῟一*、伊東和⠊**、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター      小ᯘᩄᘺ**、∵⭱㞞ே**、

῝⃝♸㍤**、梅田㱟**、⥴᪉ၨ*,**,***

7. グラフ࢙ンの電子物性におけるỈ素分子྾着とḞ㝗の効果
*法政大学大学院理工学研究科、** 法政大学生命科学部     ○㔜ஂ雄大*、小ᖭྜྷᚨ*、
***法政大学イオンビーム工学研究所             石黒康志**、高井和之*,**,***      

8. グラフ࢙ンと量子ドットとの界面における┦作用のゎ᫂
*法政大学大学院理工学研究科、                  ○井上⚙*、石黒康志*,**、
**法政大学イオンビーム工学研究所、                        Alexader Baranov***、
***ITMO Univ、****MEPhI Univ                  Igor Nabiev****、高井和之*,**

9. Ion-beam irradiation eIIects on the structure and electronic properties oI MoS
*Graduate School oI Science and Engineering, Hosei University. ,           ○Yang]hou =hao*㸪
**Dept. oI Chemical Science and Technology, Hosei University            Hiroki Yokota**㸪

Haruna Ichikawa**㸪.a]uyuki Takai*,**

10. ᾮ体❅素中レーࢨーアブレーション法による微粒子生成及びゎᯒ
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学理工学部      ○▮田智*、ᯇᑿ⏤㈡**

11. 酸化物༙導体ナノ粒子をᇙࡵ㎸ࢇだマイクロὶ体電気化学発光デバイス

法政大学理工学部                     ○岡田⣫治、➟原ᓫྐ

12. ン化㖄ペロブスカイト単結晶の物性評価ࢤロࣁ
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科、       ○ᶓ川⪷一*、伊東和⠊**、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター      小ᯘᩄᘺ**、∵⭱㞞ே**、

῝⃝♸㍤**、梅田㱟**、⥴᪉ၨ*,**,***

13. 2D-3D ペロブスカイト化ྜ物薄膜の作製と構造評価     ○⛙㣁希*、伊東和⠊**、小ᯘᩄᘺ**、
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科、     ∵⭱㞞ே**、̔̀ ⃝♸㍤**、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター     梅田㱟**、⥴᪉ၨ*,**,***

Ϩ 10：00～10：45

ఇ᠁ 10：45～10：55

ϩ ショート講演（学内 1 分、学外 2 分） 10：55～11：50
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14. PbS 量子ドットの作製およびྠ薄膜の物性評価
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科、         ○森井ᐶ之*、῝⃝♸㍤**、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター     伊東和⠊**、小ᯘᩄᘺ**、

∵⭱㞞ே**、梅田㱟**、⥴᪉ၨ*,**,***

15. 分子動力学シ࣑ࣗレーションによる単層カー࣎ンナノチࣗーブ内ໟ多⎔ⰾ㤶᪘化ྜ物のᒁ所構造の研究
*法政大学大学院理工学研究科、                       ○Ọ井ᾴ*、∦岡ὒྑ***、
**法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター、            ⥴᪉ၨ*,**

***法政大学ሗメデアᩍ⫱研究センター

16. 単層カー࣎ンナノチࣗーブの金ᒓ-༙導体分㞳と金ᒓ単層カー࣎ンナノチࣗーブの物性評価
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科、          ○㜿部雄ᕹ*、㛗ᕊౡྐ*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター               ⥴᪉ၨ*,**,***

17. ༙導体単層カー࣎ンナノチࣗーブ薄膜への化学ドーࣆングによる物性ไᚚ
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科、          ○㛗ᕊౡྐ*、㜿部雄ᕹ*、
***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター               ⥴᪉ၨ*,**,***

18. プラズマ CVD 法によりྛ✀基板上に作製したナノカー࣎ン薄膜の構造と物性
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科          ○田㥴భ*、⥴᪉ၨ*,**,***

***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター

19. 非対⛠ドナーを用いた電Ⲵ移動㘒ሷのྜ成と物性評価
*法政大学生命科学部、**法政大学大学院理工学研究科            ○井ᡭඞ*、⥴᪉ၨ*,**,***

***法政大学マイクロ・ナノࢸクノロࢪー研究センター

20. ᳜物石の Cs ྾メカニズムのゎ᫂
*工学院大学先㐍工学部、                      ○㏆藤ᑑ႐ *、Ώ᭳健太**、
**工学院大学大学院工学研究科                  森田┿ே*、ᆏ本ဴኵ*,**

21. ナノࢧイズヨ料の内部成分イメーࢪングに向けたエレクトロスプレー㏱ᯒ法
*工学院大学先㐍工学部、                 ○金子ᝆ*、村田㏱**、
**工学院大学大学院工学研究科                森田┿ே*、ᆏ本ဴኵ*,**

22. TOF-SIMS における分ᯒ対㇟粒子の高㏿スクࣜーニング
*工学院大学先㐍工学部、**工学院大学大学院工学研究科      ○星野日和*、ྜྷ田健*、

   ***工学院大学⏘学ඹྠ研究センター、   大森ᰆⰼ**、ᐑ下ඃ太**、㉿㉺***、森田┿ே*、

       ****日本中性子光学、*****ྡྂᒇ大学、           ᆏ本ဴኵ*,**、ዟ村ኵ****、ᐩ田ⱥ生*****、
******日本原子力研究開発ᶵ構         佐藤志ᙪ****** 、ᐑ部ᫀ文****** 、ⱝ井田⫱ኵ******

23. TOF-SIMS を用いた大気微粒子の成分分ᯒと分㢮
*工学院大学先㐍工学部、                                 ○ᆏ井健太朗*、小ᒾ井ுử** 、
**工学院大学大学院工学研究科                                森田┿ே* 、ᆏ本ဴኵ*,**

24. TOF-SIMS 分ᯒのたࡵのᛴ㏿結とࡑの評価
*工学院大学先㐍工学部、                     ○⃝ὒ平*、㛗㇂川拓朗**、
**工学院大学大学院工学研究科           田村和ᘺ**、森田┿ே*、ᆏ本ဴኵ*,**

ᣍᚅ講演 ϩ

放射線測定ჾの製ရつ᱁にಀるᅜ㝿ᶆ‽の動向（45 分）

⏘業技術⥲ྜ研究所 分ᯒィ測ᶆ‽研究部門

ᰆ木 ᙲ

ᣍᚅ講演 Ϫ

電☢波イメーࢪング技術とࡑの生活安全ᨭシスࢸムへの応用（45 分）

᪩稲田大学 ᅜ㝿ሗ通ಙ研究センター

ᚨ田 Ύோ

㣗     11：50～1�：00

ఇ᠁    14：�0～14：45

                                        ϩ 1�：00～1�：45

   Ϫ      1�：45～14：�0
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25. 酸素プラズマエッチングによるグラファイトへの微細加工
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部   ○FU JIANWEI*、広部元希**、   

石黒康志**、 高井和之*,**

26. MoS2における鉄イオンビーム照射による電子物性の変調
*法政大学生命科学部、**法政大学イオンビーム工学研究所、 ○日高拓海*、西村智朗**、
***法政大学大学院理工学研究科                  高井和之*,**,***

27. MoS2の伝導度における基板化学修飾効果
*法政大学大学院理工学研究科、**法政大学生命科学部、   ○皆川勇気*、梅原太一*、
***法政大学イオンビーム工学研究所             石黒康志**、高井和之*,**,***

28. Ga 添加 SrAl2O4:Eu 蛍光体の発光特性と評価

法政大学理工学部                  ○佐々木健、大串叡壮、中村俊博
29. Two-Step Mesa Structure GaN p-n Junction Diodes with High Avalanche Capability

*Hosei University, **SCIOCS              ○Hiroshi Ohta*, Naomi Asai*

                  Fumimasa Horikiri**,Yoshinobu Narita**

                Takehiro Yoshida**, Tomoyoshi Mishima*

30. GaAs 表面の NEA 活性化中における量子効率に対する仕事関数の変化

東京理科大学                        ○佐田雄飛、目黒多加志

31. CO熱拡散によるSiO2/Si界面へのSiCナノ微結晶粒子の形成

神奈川大学理学部                             ○工藤ひなの、星野靖、村下達、中田穣治

32. Si 単結晶基板表面に形成した非晶質 Si 層の結晶化メカニズム―EBIEC と IBIEC の比較―

神奈川大学理学部                 ○伊波高志、中田穣治、星野靖

33. SiO2膜上に形成した蒸着 Si 層の結晶形態の基本検討―パタン化された極薄 SiO2上の極薄 SOI 構
造形成を目指して―

神奈川大学理学部                                     ○鈴木里歩、星野靖、中田穣治

34. P, Oイオン注入(室温, 900℃)とポストアニール(1150℃)によって形成した IIa型CVDダイヤモンドの電気特性

神奈川大学大学院理学研究科        ○稲垣俊哉、関裕平、星野靖、中田穣治

35. 室温11B+イオン注入及び1150℃、1300℃アニール処理によるIIa型CVDダイヤモンド基板上へのp型伝導層形成

神奈川大学大学院理学研究科              ○関裕平、星野靖、中田穣治

36. 厚いプラスチックシンチレーターを用いた 90Sr/90Y ベータ線エネルギースペクトルの測定

     *東京都市大学原子力研究所、                     ○岡田往子*、内山孝文*、
**東京工業大学先導原子力研究所、               三橋偉司*、持木幸一*、
***東京工業大学技術部安全管理・放射線部門、       小栗慶之**、福田一志***、
****量子ビーム材料工学研究所                     鳥山保****

37. フレキシブルデバイス向け低温プロセス対応高移動度積層酸化物 TFT
   日立製作所研究開発グループ                                                   ○森塚翼、内山博幸

         

交通案内

              Ⅴ ポスターセッション   15：20～17：00

JR 東小金井駅北口より徒歩１２分

京王バスまたは CoCo バス 「法政大学」下車

＊車でのご来場はご遠慮ください

Ⅳ ショート講演（学内 1 分、学外 2 分） 14:45～15:20

法政大学イオンビーム工学研究所

〒184-8584 東京都小金井市梶野町 3-7-2
Tel: 042-387-6094  Fax: 042-387-6095

E-mail: ion-sympo@ml.hosei.ac.jp
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